
令和４年度 １人１台端末の活用による実践事例 
学 校 名 岡山県立岡山朝日高等学校 

実践者等 堀江 将一朗 実践日 令和４年６月 

実践場面 
（教科・科目（単元名）、学校行事

等） 

英語コミュニケーションⅠ（英文読解） 

対象生徒（学年等） 普通科 1年生 

育成を目指す資質・能

力 

■知識・技能 ■思考力・判断力・表現力等 □学びに向かう力・人間性等 

分類 
授 業 中 

■クラウドやアプリの活用 □デジタルデータの保存    ■思考やデータの

可視化  

□データの共有や共同編集 ■対話を充実させる活用    ■思考を促す活用 

□表現を充実させる活用  □課題のやり取りと評価の支援 ■効率化や省力化 

□その他（     ） 

家庭学習 ■振り返り □探究 □反転学習 ■補習・定着 

実践の内容 

【授業】 

(1)授業の実施 

・スライドを用いてスクリーンに英文を表示し、予め用意しているテキストボックスや電子ペ

ンの書き込みで情報を加える形式で授業を進める。 

(2)ICTの活用場面 

・帯活動の後、本文読解時に生徒がコメントした箇所を指導内容に組み込む。 

・生徒が対話を通して不明な点を明らかにしたり、疑問を解決したりできるよう支援する。 

・参考書や辞書、手元にある資料は自由に使用できるものとする。 

・主に冠詞の区別、類語の使い分け、登場人物の感情を表す言葉について扱う。 

【本時と家庭学習との連動】 

（本時前） 

・教科書英文の全文訳を課題としている。 

・課題として、Classroom上に教科書本文を Googleドキュメントファイルで共有する。 

・生徒には予習を通して発生した 

 ①語彙・文法などについて気になる点 

 ②本文の内容で興味を持った点や気になる点をコメント機能で記録させる。 

・コメントをしたファイルを提出させ、教員が確認する。必要に応じて授業にてコメントのあ 

った個所を重点的に扱う。 

※これはサンプルです。 

（本時後） 

・語彙や文法に不明な点があった生徒はその部分を重点的に復習するよう促す。 

 


